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心筋ミオシン軽鎖Ｉ（以下LCI）は、心筋細胞
障害時に筋原線維より解離し血中に逸脱する小分
子蛋白である。このLCIは心筋障害に対する非
常に鋭敏な指標であり、最近急性心筋梗塞の診断
に用いられるようになってきた。一方心不全では、
一般に急性増悪をくり返すごとに心機能は低下す
ると考えられているが、その機序に関する検討は
未だ不十分である。そこで今回我々は、心不全患
者12例を対象に、心不全の急`性増悪期と回復期に
LCIを測定し、その意義を検討した。
〔対象と方法〕
心不全の急`性増悪にて入院した12例を対象とし
た。その内分けは、陳旧性心筋梗塞（以下ＯＭＩ）
４例、男３例、女１例、年令57才から80才、平均
66才と高血圧』性心疾患（以下ＨＨＤ）４例、男ｌ
例、女３例、年令65才から87才、平均78才および
弁膜疾患（以下ＶＨＤ）４例、男４例、年令72才
から87才、平均78才である。この１２例において、
入院当初の急性増悪期および治療１ケ月後の回復
期にLCIを測定した。
〔結果〕
ＯＭＩ群におけるLCIの推移では、入院時には
１例を除き３例で上昇していたが、回復期には全
て陰性化した（表１)。ＨＨＤ群でも同様に、ＬＣＩ
は入院時、ｌ例を除き３例で上昇しており、回復
期には全て陰性化した（表２）。ＶＨＤ群でも、
LCIは入院時、全例で上昇していたが、回復期
には全て陰性化した（表３）。
各群におけるLCIの陽』性率をみると、ＯＭＩ群
では４例中３例で75％、ＨＨＤ群でも４例中３例
で75％、ＶＨＤ群では４例中４例で１００％であっ
た（表４)。すなわち、基礎疾患にかかわらず、
心不全の急`性増悪期にはLCIの陽性率が著しく
高く、この時期には心筋壊死が生じているものと
推測された。
また、ＮＹＨＡ分類による心不全の程度とＬＣＩ
の関係を比較すると、LCI陽性例１０例のうち
NYHAH度が３例、Ⅲ度が７例であり、１度の
症例は１例もみられなかった。一方LCI陰性例
２例では、ＮＹＨＡＩ度がｌ例、Ⅱ度が１例であ
った（表５)。
今回、全症例における心筋逸脱酵素は全例正常
内であり、血清クレアチニン値も２例がｌ４ｎｇ/ｄｌ
と正常上限であった以外はすべて正常内であった。
従って、明らかな虚血性変化や腎機能低下といっ
た病態でLCIが上昇した可能性は否定的と思わ
れた。そこで従来の心筋逸脱酵素では検出できな
い心筋壊死が、ＬＣＩを測定することによって明
らかになったものと推測された。
入院経過中の心機能の変化を、Ｍモード心エ
コー図から求めたFractionalShortening（以下
ＦＳ）を用いて比較すると、入院時のＦＳが23.0
±3.5％、回復期が28.3±3.5％であり、ＦＳは全
例入院時と比し回復期で改善していた。しかし、
入院前，入院時，回復時と経過を追跡し得た３例
における心機能の変化をみると、回復期のＦＳは
いずれも入院前より低下していた（図１）。３例
とも入院時のLCIが上昇しており、この心不全
の急性増悪期に心筋壊死を生じたものと考えられ
た。従って回復期の心機能が入院前に比し低下し
たのであろうと思われた。
〔結語〕
ｌ）心不全患者12例一ＯＭＩ４例，ＨＨＤ４例，
ＶＨＤ４例一を対象に、急性増悪期と回復期
にミオシン軽鎖Ｉを測定し、その意義を検討
した。
２）心不全の急性増悪期には12例中１０例一ＯＭＩ３
例，ＨＨＤ３例，ＶＨＤ４例一でLCIは有意に
上昇していたが、治療１ケ月後の回復期には
全例正常化していた。
３）FractionalShorteningによる心機能の評価で
は、入院時の急'性増悪期に比し回復期でＦＳ
は全例改善していた。しかし、入院前，入院
時，回復期の経過を追跡し得た３例では、回
復期のＦＳはいずれも入院前より低下してい
た。
４）以上より、心不全では基礎疾患にかかわらず、
急性増悪期には心筋壊死が生じ、これがその
後の心機能の低下に関与している可能性が示
唆された。
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心不全の急性増悪前後における心機能の変化（３例）
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